様式１
特定テーマに関する提案

	【課題①】

若者や外国人の富士山保全協力金の協力率を向上させるために、受託者として何ができるか。
· 目標協力率：70％以上

· H28登山者実態調査によれば、学生の協力率は23.8％だった。（H28の全体の協力率は51.5％｡）
· H28外国人登山者動向調査によれば、外国人登山者の協力率は34.7％だった。
	【対応策】

	【課題②】

　富士山保全協力金の協力率を向上させるために、登山口以外での事前周知がより一層重要となるが、受託者として何ができるか。
· H28登山者実態調査によれば、協力金を知っていた人の協力率は72.8％と高かったが、知らなかった人の協力率は20.9％に留まった。

	【対応策】


注：項目を満たせば、レイアウトは変更しても構わない。図表を用いても構わない。
